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△△年△△月△△日策定

【避難行動】

　・入所者及び職員は、原子力発電所から放射性物質又は放射線が周辺環境に異常放出されることに備えて、安全を確保し、被ばくを低減する措置を開始する。

【活動内容】

　・応急対策隊長（施設管理者）は、各対策班に必要な指示を出し、入所者、職員及び施設設備の安全を確保し、状況に応じた判断を行う。

　・応急対策隊副隊長（事務長）は、隊長の補佐役を務めるとともに、人手が足りない対策班の業務を手伝う。

　・安全確認班は、応急物資班とともに、万一の避難に備えて、避難時に支障となる障害物がないかどうか施設内外を点検し、障害物があった場合は除去する。

　・避難誘導班は、入所者に状況を説明し、落ち着かせ、不安を和らげる。

【情報収集】

　・連絡調整班は、テレビ、ラジオ、ＣＡＴＶによる原子力事故に関する情報（トラブル情報、事故の進展情報、モニタリング情報）に留意し、継続的な情報収集を行う。
　・連絡調整班は、県・市（町）ホームページ、防災行政無線、広報車、自治会、自主防災組織からの広報により、国・県・市（町）の対応状況、施設がとるべき対応といった情報を収集する。
　・連絡調整班は、市（町）災害対策本部の担当窓口に連絡して、今後の情報伝達方法を確認する。その際には、あらかじめ作成しておいた伝達事項をもとに連絡する。

　・連絡調整班は、収集した情報を隊長に伝えるとともに、ホワイトボードに記載する。

【職員参集】

　・非番職員は、自分や家族の安全を確認できたら、自主的に参集する。




	　・夜間や早朝の場合、当直職員は、緊急連絡網により、職員への参集要請を行う。

　・連絡をとれなかった職員には、連絡調整班が引き続き、連絡をとる。

【避難準備】

　・各対策班は、屋内退避又は避難指示が出された場合の担当業務内容を確認し合い、避難準備を開始する。




※ここに示している対応は、一例に過ぎず、施設の実態によって様々なパターンがあります。これをもって万全ではありませんので、施設管理者が中心となり職員間で、よく話し合った上で、万が一のときに慌てることのないように具体的対応を決めてください。
※行動手順は、避難時に使用するので、箇条書きにするなど、わかりやすく具体的なものにしておくことが大切です。
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【避難行動】

　・入所者及び職員は、速やかに、落ち着いて施設内（屋内）に退避し、安全を確保し、被ばくを低減する措置を講じる。

【活動内容】

　・応急対策隊長（施設管理者）は、入所者、職員及び施設設備の安全が確認された時点で、各対策班を指揮して避難準備を行わせる。
　・応急対策隊副隊長（事務長）は、入所者及び職員の人員及び施設設備の安全を確認する。
　・安全確認班は、屋内へ外気が入ってくるのを防ぐため、全てのドア・窓・カーテンを閉め、窓には目張りをする。空調設備、換気装置を止める。

　・応急物資班は、食品にはフタ、ラップをして、冷蔵庫で保管する。

　・応急物資班は、飲料水は密閉できる容器に入れる。
　・避難誘導班は、入所者に状況を説明し、落ち着かせ、不安を和らげるとともに、経過観察する。
　・避難誘導班は、入所者を窓際から離し、施設の中央に退避させる。

　・外から入ってきた者は、顔や手をよく洗い、場合によってはシャワーを浴びる。

　・外で着ていた服はビニール袋に入れて、しっかりと口を閉じる。

【情報収集】

　・連絡調整班は、テレビ、ラジオ、ＣＡＴＶによる原子力災害に関する情報（災害情報、事故の進展情報、モニタリング情報）に留意し、継続的な情報収集を行う。

　・連絡調整班は、市（町）災害対策本部、県・市（町）ホームページ、防災行政無線、広報車、自治会、自主防災組織からの広報により、国・県・市（町）の対応状況、施設がとるべき対応（屋内退避の留意事項）といった情報を収集する。




	　・連絡調整班は、収集した情報を隊長に伝えるとともに、ホワイトボードに記載する。
【家族等への連絡】

　・連絡調整班は、災害用伝言ダイヤルサービスなど事前に確認している連絡方法により、入所者情報一覧に記載している入所者の家族等に入所者及び施設の状況を伝える。

【避難準備】

　・連絡調整班は、市（町）災害対策本部に施設の対応状況を連絡し、今後の避難場所、避難経路、避難手段を確認する。

　・応急物資班と避難誘導班は、入所者の避難に必要となる資機材（移送用車両、車いす、ストレッチャー）と人員を確認し、不足する分は市（町）災害対策本部に連絡調整班を通じて応援を求める。

　・避難誘導班は、自主防災組織及び近隣の他施設（通所型・訪問型施設、同一法人施設）に応援要請の検討を始める。

　・各対策班は、速やかに避難ができるよう、役割分担表に定められている項目の準備、点検を行う。




※ここに示している対応は、一例に過ぎず、施設の実態によって様々なパターンがあります。これをもって万全ではありませんので、施設管理者が中心となり職員間で、よく話し合った上で、万が一のときに慌てることのないように具体的対応を決めてください。
※行動手順は、避難時に使用するので、箇条書きにするなど、わかりやすく具体的なものにしておくことが大切です。
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【避難行動】

　・入所者及び職員は、市（町）災害対策本部から指示のあった（あらかじめ定めていた）コンクリート建屋に速やかに、落ち着いて退避し、安全を確保する。

　・避難準備ができるまでは施設内に留まる。

【活動内容】

　・応急対策隊長（施設管理者）は、各対策班に状況に応じた的確な指示を行い、入所者の混乱を防止する。

　・応急対策隊副隊長（事務長）は、市（町）災害対策本部から指示のあった（あらかじめ定めていた）避難場所、避難経路及び避難手段の状況を確認する。
　・連絡調整班は、市（町）災害対策本部に施設の対応状況を連絡し、コンクリート屋内退避の具体的な手順を確認する。

　・安全確認班は、火気等の消火、電灯の消灯を確認し、窓等を閉めて施錠する。
　・応急物資班は、携行品、非常持出品を確保し、避難車両に積み込む。
　・避難誘導班は、入所者に状況を説明し、落ち着かせてから、避難車両の準備ができた段階で、あらかじめ定めていた避難方法により、入所者を避難場所まで誘導する。

　・入所者及び職員は、避難場所への移動中はマスク及び外衣を着用する。
　・入所者の避難誘導は、各対策班が協力して行う。

　・連絡調整班は、コンクリート屋内退避が完了したときは、市（町）災害対策本部に報告する。

【情報収集】

　・連絡調整班は、テレビ、ラジオ、ＣＡＴＶによる原子力災害に関する情報（災害情報、事故の進展情報、モニタリング情報）に留意し、継続的な情報収集を行う。

　・連絡調整班は、市（町）災害対策本部、県・市（町）ホームページ、防災行政無線、広報車、自治会、自主防災組織からの広報により、国・県・市（町）の対応状況、施設がとるべき対応（避難場所、避難経路、避難手段）といった情報を収集する。


	　・連絡調整班は、収集した情報を隊長に伝えるとともに、ホワイトボードに記載する。
【家族等への連絡】

　・連絡調整班は、災害用伝言ダイヤルサービスなど事前に確認している連絡方法により、入所者情報一覧に記載している入所者の家族等に入所者の状況、避難場所、避難開始時刻、到着予定時刻等を伝える。

【応援要請】

　・応急物資班と避難誘導班は、入所者の避難に必要となる資機材（移送用車両、車いす、ストレッチャー）と人員を確認し、不足する分は市（町）災害対策本部に連絡調整班を通じて応援を要請する。

　・連絡調整班は、自主防災組織及び近隣の他施設（通所型・訪問型施設、同一法人施設）に必要な人員と資機材の応援を要請する。




※ここに示している対応は、一例に過ぎず、施設の実態によって様々なパターンがあります。これをもって万全ではありませんので、施設管理者が中心となり職員間で、よく話し合った上で、万が一のときに慌てることのないように具体的対応を決めてください。
※行動手順は、避難時に使用するので、箇条書きにするなど、わかりやすく具体的なものにしておくことが大切です。
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【避難行動】

　・入所者及び職員は、市（町）災害対策本部から指示のあった（あらかじめ定めていた）避難場所に速やかに、落ち着いて避難し、安全を確保する。

　・避難準備ができるまでは施設内に留まる。

【活動内容】

　・応急対策隊長（施設管理者）は、各対策班に状況に応じた的確な指示を行い、入所者の混乱を防止する。

　・応急対策隊副隊長（事務長）は、市（町）災害対策本部から指示のあった（あらかじめ定めていた）避難場所、避難経路及び避難手段の状況を確認する。

　・連絡調整班は、市（町）災害対策本部に施設の対応状況を連絡し、避難の具体的な手順を確認する。

　・安全確認班は、火気等の消火、電灯の消灯を確認し、窓等を閉めて施錠する。

　・応急物資班は、携行品、非常持出品を確保し、避難車両に積み込む。

　・避難誘導班は、入所者に状況を説明し、落ち着かせてから、避難車両の準備ができた段階で、あらかじめ定めていた避難方法により、入所者を避難場所まで誘導する。

　・入所者及び職員は、避難場所への移動中はマスク及び外衣を着用する。

　・入所者の避難誘導は、各対策班が協力して行う。

　・連絡調整班は、避難が完了したときは、市（町）災害対策本部に報告する。

【情報収集】

　・連絡調整班は、テレビ、ラジオ、ＣＡＴＶによる原子力災害に関する情報（災害情報、事故の進展情報、モニタリング情報）に留意し、継続的な情報収集を行う。

　・連絡調整班は、市（町）災害対策本部、県・市（町）ホームページ、防災行政無線、広報車、自治会、自主防災組織からの広報により、国・県・市（町）の対応状況、施設がとるべき対応（集合場所、避難場所、避難経路、避難手段）といった情報を収集する。


	　・連絡調整班は、収集した情報を隊長に伝えるとともに、ホワイトボードに記載する。

【家族等への連絡】

　・連絡調整班は、災害用伝言ダイヤルサービスなど事前に確認している連絡方法により、入所者情報一覧に記載している入所者の家族等に入所者の状況、避難場所、避難開始時刻、到着予定時刻等を伝える。

【応援要請】

　・応急物資班と避難誘導班は、入所者の避難に必要となる資機材（移送用車両、車いす、ストレッチャー）と人員を確認し、不足する分は市（町）災害対策本部に連絡調整班を通じて応援を要請する。

　・連絡調整班は、自主防災組織及び近隣の他施設（通所型・訪問型施設、同一法人施設）に必要な人員と資機材の応援を要請する。




※ここに示している対応は、一例に過ぎず、施設の実態によって様々なパターンがあります。これをもって万全ではありませんので、施設管理者が中心となり職員間で、よく話し合った上で、万が一のときに慌てることのないように具体的対応を決めてください。

※行動手順は、避難時に使用するので、箇条書きにするなど、わかりやすく具体的なものにしておくことが大切です。
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